
◆家族
・うちはおばあちゃんがいてくれてとても助かっている。核家族やシングルの人にどんなことしてあ
げる。
・同居したくない世帯の家賃問題，高いよね。
・ジジ・ババ・ピーちゃん，家族みんなで育てる家族。(^o^)
・収支バランスのズレ　家賃＞仕事
・市立病院の近くのお家　１０万円/月！
・－背景の介護や育児の大変さに理解してほしい。
・国際結婚している人ってどのくらいいる？
・国際結婚した人のコミュニティあるのか？
・ママのリフレッシュの時間の周知や理解。
・家政婦じゃないよ，あたしは！
・ママも一人の女性　一人の人間　プレッシャーかけないで！
・”話すべき項目”を事前に知れる，話し合えるといい
・父と母ができることはちがう，パパだけできることも！
・奥さんに感謝　→　夫婦で話し合う　なぜを突き詰めていく
・複数の子どもを育てる上で，気仙沼で良かったことは？　気仙沼で困ったことは？
・広い空き家と子育て世帯のマッチングできたら　（根口商店）
・多世代交流　女の子－ママ　（シェアハウス）
・子どもの声をもっときける気仙沼に
・核家族化　いいのか？　悪いのか？　（祖父母の存在）
・買い物超大変！　リストアップして最短ルートで。店舗内に託児？同伴？　（イオンさん？？）
・人と人との距離が近いのは，気仙沼のいいところ！
・三世代同居難しさある　一歩踏み出して乗り越えられた
・日々の子育ての中で家族のありがたさに気付けた
・二人目の出産で甘えることができた

◆男性の育児参加
・参加しづらい，できないこともある
・パパの気持ちを尊重できることがあれば！
・mamaro？（ベビーケアルーム）　あったらうれしいけど，コストがかかる（導入するとなると）
・男性トイレにおむつ替えシートない　→　”やりたいのに出来ない”につながってしまう
・周りの目が気になる
・パパ，ママで参加
・日中のお休み「パパ」が堂々と参加できる

◆場
・－都会より温かいけど，冷たい人もいる。
－子育て世代自体への当たりが強い
・近所の人達や，外で会う人達の目線が温かい地域がいい。
・Ｕターン後の育児しやすい環境（教育体験の量と質）
・自然が多い。教育に質が他に比べて低い？
・昔にくらべたら気仙沼にも小さい子供が遊びに行ける場所がかなり増えた。
　↑わくわく，図書館（支援センター）
・お風呂（温泉）は何歳から連れて行ってＯＫ？（早くいっしょに行きたい）
・温泉版子育て応援マップが欲しい！
・〇歳の子とどこに遊びに行けばよい？
・年齢・場所・大人のニーズ　３つ揃うとこ。
・どこで情報？　－ポケット知らない　－「いてもよいかんじ」のある授乳室のＩＫＥＡ
・－ＡＥＯＮの授乳室は使いにくい　ｂｙ男性
・まず最初にどこにいくか　ｅｘ）支援センター，わくわく
・情報の届きやすさ　・新聞　・ＳＮＳ　・ストーリー
・子育てサークルの情報の分かりやすさ　足の運びやすさ
・子育てよりもっと前のことですが，結婚するかどうかの相談みたいなことをする場所はあるのか
・ママファースト（いしのまき）
・コロナの影響もあるかも
・ママ友づくり
・遊びを一緒にできるイベント，場所がほしい
・子どもがいろんなことを経験・体験



・地域の資源を活かした学びを積極的に
・子育てまっぷ活用しながら！
・子どもがのびのびと遊ぶのを見守る環境
・おじいちゃん，おばあちゃん，地域で見守ってくれると良い
・自分で考えて遊ぶ（山や海で）　あそびーばー　子どもが遊ぶ力
・高速ができてすぐ行ける場所がふえた
・遊べる場がふえるといい（イオン以外）
・トランポリンパークさんに助けられています
・海，山が近くて本当にいいところ‼
・気軽に数十分遊ばせられる場所…（上の子が習い事の間，下の子を社内で抱っこして待機or大急
ぎで児童センターいってる）
・室内で「気軽に」遊べるところが増えてきて嬉しい‼　地区ばらけて増えるといいな。
・室内　・ＦＣＵＰ　・トランポリン　・図書館　・児童センター
・公園，地域によってある地域とない地域がある
・公園，道路に脱走しがちで行かなくなってる…。
・公園が増えてきている（片浜とか…）いい
・モーランド，駐車場が少なく，休日は駐車できないことがある　（外あそび）（出張モーランド　うさ
ぎつれてくる）
・小学校の帰り道について，低学年は不安がある　（見守り隊？）
・子育てしながら学べる場
・もっと気軽に行ける　子ども相談場　病院
・親同士の交流
・遊び場
・相談機関がうまく機能するためにはどうしたらよいのか。
・会へ参加をうながすにはどうしたらよいのか
・本当に困っている人を助けるには（孤立）どうしたらよいのか
・相談の場　うまく機能させるには
・ママ同士をつないでくれるひとがいるといい
・さり気なく市の子育て情報を教えてくれるとうれしい
・誰でも集まれる大きなイベントがあるといい
・自由に集まれる場　交流

◆預ける
・保育所の質が上がればいいと思う　→　日本語使って欲しい
・方言ばかり使われている　←　ｅｘ）お世話さま
・企業型保育をやる企業があればいいんじゃない？
・シニア層の育児参加はありがたいが…　理解がない人にはちょっと
　↑健康，歯のルールが昭和すぎ…　うまく分離したい！
・あずける人，友達の家とかに預けたい
・ファミサポは市民しか使えない。最初のハードル越えると使いやすい。
・祝日，日曜日に預かってくれる所や病児保育もあってくれるとうれしい。
・会社の負担減にもなる
・学童や学費の無料化や援助化
・緊急の預け先　（病気）
・ファミサポ　１才まで，２万円までの助成はとても助かった。
・保育園　リフレッシュでの利用
・休みの日に子どもを預ける抵抗感
・保育施設とリフレッシュの一時預かり分けるのもよい。
・夜間保育の場所がどこにあるのか知らない。
・安心して子どもを預けられる場所があるか。（24ｈ，病児保育）
・若い人たちが拾える情報ツールで
・子どもを預けられる場所が選べる
・病児保育があるといいな（と思った）
・保育士不足
・保育施設が…　（老朽化，受け入れられる人数）
・Ｏmusubiさん，Ｏrigamiさん，最高です　ありがとう‼
・しゅんぽえん，どんぐり，観洋さん　企業内保育
・Ｏmusubiさん，Ｏrigamiさん，ファミサポ，緊急時にもマッチングしやすいといいな…　（赤ちゃ
ん訪問の時に登録）



・気軽に預けられる
・ママが子どもをあずけておでかけ　（Ｏmusubi）
・じぃじ，ばぁばの「託児かわいそう」「預けるくらいなら私が」の価値観　→　ありがたい＆気つかう
…　（子どもにもメリット，ママにもメリット）
・核家族に子どもが生まれて，共働きの場合，どこに子どもを預けるの？　（環境によって変わって
くる）
・学校から帰宅した子どもが家にひとりだったら心配　そんなときの受け皿は？　（学童がなかった
子どもの心のケア）

◆働く
・育休を取っても優しい会社がたくさん‼　育休あたりまえ(^o^)
・戻ってこれない，収入が少ない
・女性が働きやすい環境作り（特に収入面）
・在宅ワーク無理くない？　会社仕事場に子ども連れていきたい
・育休を取った後や，急きょ休んだ時の職場の反応は？＃ワーキングママ
・半休やお休みに「すみません，すみません…」と言わなくてよい会社へ。
・子供が熱出した時にどっちが休む？（だれがみる）＃ワーキングママ
・－同じ時間数働いているのに…　-男性育休も使い続ける
・在宅での仕事はあるのか？（仕事のあっせん）内職　←家にいながら情報を得る手段
・出産　→　子育て　→　仕事復帰は大変？　モデル少ない
・子育てと働くことが昔と比べてきっぱり分かれている。
・結婚して子どもが産まれた時の会社の対応がどんな感じかわからない。　産後，復帰
・子育てと仕事の両立
・移住する若者に必要なこと　→　ＷワークＯＫ，安く住める家の整備
・子供がいる人が働きやすい企業側の理解
・50代以上の職場
・「子どものいる人を雇うのはリスク」を変えた方がいい
・お互いのメリットを考える場があると良い
・働く場所増えたらいいな
・出産しても戻ってこられる職場環境が必要
・中学校の先生，土・日部活で子育てにあまり参加できない　→　今後は，土・日先生たちじゃなくて
も良くなる？
・気仙沼は，職場と住まいが市内の人が多い　→　メリットだと思う
・賃金ＵＰ　↔　家賃が高い　（つながっている）
・アパート，選べるほど数がない　（もっと広報！　情報がきていない　受け入れ体制）
・もっと多様な働く場がふえるといい。（週１～３とか，業種たかも）
・家でできる仕事が増えるといい　ＩＴとか
・育てる目線で接してくれる大人が増えるといい　（今は厳しい目が増えている）
・分業　※必要なとき休める？
・支援制度
・自分の仕事は調整できるのか…？
・共通理解　行き届いていない　パパ育児　職場　地域
・制度の周知　職場
・男性の育休
・男性も育児の中心になっていけるように
・職場できちんと話せているのか
・職場内で悩みを聴く　→　職場の理解大事
・制度に追いつかない　現場の理解
・産休，育休取りたいけど…　現実的にきびしそうな雰囲気
・応援したいけどどうしたら…
・自営業の産休育休

◆制度/サポート
・子育てにどのくらい時間がとられるのか
・昔にくらべて親の負担　多
・ホームスタート　いしのまき
・ファミサポ　家事ＯＫの方もいたらうれしい
・子どもを産み育てやすい環境　気仙沼市内
・家事サービス



・こんなサポートがあると助かった
・産後ケア
・ワンオペ育児　孤独　手を貸してくれる制度
・産後ママ　生きるので精一杯
・ＱＲコード　サービスにアクセスしやすいものがもっと身近に。
・母子・父子家庭への支援や手当の強化
・ふだんに相談できる場所があるか？
・公の場所　家族　近所　親族　ちょっとした疑問について
・子育て相談　毎月相談する人が変わる　担当がいたら…
・プライベートなことについて，たくさんの人に話すのは抵抗感あり
・本吉，唐桑は人数少ないので，固定制に近い
・予約制のハードル　そこまでして相談しなくても
・保健師さんがキーパーソン　←　相談しやすいか
・自分からつながりにいかないといけない。
・「お母さん大丈夫？」健診　１ヶ月こえてしんどかった。
・ファミサポ，もっと教えて！

◆情報このまちでどんな子育てしたい？
・公共交通をもっと盛んにしたい。
・バス会社　ＪＲ，ミヤコ―，市，岩手交通　ダイヤがバラバラ
・スクールバスお願いします！
・松岩小の道が危ない　－子ども少ないし
・コロナで大変だったけど，田舎で良かったと改めて思った。もっと移住者が増えればいいなぁ…
・自然とソーシャルディスタンス
・多様性を認めやすい子どもを増やしたい。→大人も否定しない。
・古い価値観の是正に対して，イベントでない形でやりたい。　Ｅｘ）広報とか
・－否定しやすい文化のある気仙沼。－東京は「変」も個性として受け入れる。
・保健師さんにきつく言われたことがあった…。
・保健センターに行った時の「まさかジュースなんて飲ませてないですよね～(*^_^*)」「まさか手作
りしていないなんてことないですよね～(*^_^*)」というプレッシャー。
・－採点されている感の対応
・－子育て相談。－すこやか。－ジュース飲んだ後の対応教えて欲しい。
・自分が無知なだけかも
・－１人目・育児ノイローゼＴのときベテラン保健師に助けられた。
・医療エビデンスが現場（特にベテラン）に足りない。
・－椅子に座りながら子ども見ながらの対応も変わってほしい。
・－民間で説明する機会はある。－公的な講習会をより充足してほしい。
・育児に関することはぜんぶタダ‼にしてほしい‼
・－特に未満児のとき
・－子育て世代への家賃補助
・ＰＴＡ・子育て支援団体・公園　→　ベンチに集まる
・パパが行きづらい空気があるのかなあ…
・まだ「尊敬する」という空気感も変えていく。
・育児参加してほしい層の母親の集まる場もある。 ｅｘ）森のおさんぽ会
・教育についての選択肢が少ない。
・－プログラミングは学校のＰＣ。－タブレットは先生によって違う。
・○○教育法など情報が少ない。－情報社会での恩恵
・親が家ってほしい遊びと子どもがやりたいことが違う？
・子どもはユーチューブばかりになってしまう
・ダメとは言わず，他のものにうながす
・何が必用ですか？　・場　・サービス　・アイデア
・市のＬＩＮＥ　イベントはＳＮＳ
・出産を急かさない
・結婚を急かさない
・「相対的」に気仙沼の魅力を理解できる環境
・若い世代が希望を持って子育てができる環境（給与，子どもを持ちたいと思う環境）
・困った時の相談先　（市役所　地域の方　忙しそう…　増やす　間をつなぐ…コンシェルジュ）
・相談できる期間があっても，子どもと離れて話すハードルが高い…。役所とか　（新しい市役所に
期待）



・学校にいけない時，選べる学びの場　（100人）
・預ける場が少ない（ＦＳも含め）
・パパの在宅時間が少ない　（メリット伝わらない…皆で分散）（地域のことも良いけど…　ＪＣ‼　商
工会‼）（ママも子どもも一緒でも良い！）
・いろいろな企業で話す　子どもが一緒に出勤でもいいね‼
・子育て支援団体の活動とてもいい！継続して欲しい。
・妊娠中にもっといろんな情報知りたかった
・妊娠中にぽけっとをもっと教えて欲しい
・子育て情報アプリの充実
・子育ての優待　クルーカードとかと連携できない？
・考え方の違い、理解
・職場の同僚，上司が，子育て中の方への理解、話を聞いてくれるようなまち
・子育てママ　すりへる
・周囲の理解
・地域コミュニティの中で話し合う場が必要
・世代間ギャップ
・周囲の手伝いを受入れられる気持ち
・周り（地域）が子育てをお手伝いできる仕組みがあるといい
・当時者だけでなく助けたいと思っている人とつなぐ場があるといい
・ボランティアのネットワーク　それぞれの活動はいいけど単体
・子育てマルシェできるといい　いろいろな人が関われる
・若くして子どもを産むのは変というか空気。冷ややかな目で見られる　…ちょっと嫌。
・ママ友といっても10コ年上だとお互い気をつかっちゃって。同世代どこですか問題。
・人と関わるのが苦手なママのサポート
・妊娠中につながれる仕組みがあるといい
・若いママ　年上ママとのコミュニティ難しいと感じる
・子が幼稚園に入る前のコミュニティ大事
・助け合いと利用の支援をいっしょにできたらいい　→　マッチング　担い手
・車２台持ちたくない…
・地域の交通事情　カーシェア進まない
・近所のお年寄り　買い物に行く時自分の車に乗せてあげる　→　コミュニティ大事
・地域のカーシェア　高齢者だけでなく子育て世代も助かる
・子育て応援タクシー券あるといい
・自然の中で遊ぶ
・学校　満足感　子ども，親
・行き場のない子の逃げ場　学校　↔　家　「ココ」


